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Cover Photo
リニューアルを果たした中央図書館の中央部
分、3層を貫く吹き抜けの階段にて、学生が作る
広報誌『新大広報』編集スタッフを撮影。左から
小林由依さん（農学部1年）、吉川武宏さん（経
済学部1年）、後藤俊太朗さん（工学部2年）。
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Enjoy! 学生ライフ
学生の課外活動&サークル紹介

授業紹介 -最終講義-

新・中央図書館案内
リニューアルオープン

本誌のタイトルでもある『六花』とは、本学の校章のモチーフである
“雪の結晶”を表す言葉。本学の校章は、シンボルマークであった学
生章をモチーフに本学名誉教授 小磯 稔氏がデザイン化したものです。

題字
野中浩俊（のなか ひろとし）氏

校章
平成11年に本学創立50
周年を記念して、幾何学
的にデザイン化した学生
章を校章として制定
教育人間科学部　
小磯 稔 名誉教授  作

学生章
昭和24年に本学の
シンボルマークとして
制定された学生章

工学部　
吉川長平さん  作

『六花』とは…

　
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
図
書
館

は
、学
術
資
料
や
閲
覧
環
境
の
充
実
は

も
ち
ろ
ん
、メ
デ
ィ
ア
機
能
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た「
ラ
ー

ニ
ン
グ
・コ
モ
ン
ズ
」な
ど
、時
代
に
応
じ

た
様
々
な
機
能
を
付
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
お
け
る
注

目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
地
域
連
携
」で
、

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
1
階
の「
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
」で
す
。
天

井
か
ら
太
陽
の
光
が
差
し
込
ん
で
く
る

開
放
的
な
空
間
は
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ

る
ス
ペ
ー
ス
で
、学
生
や
教
職
員
は
も
ち

ろ
ん
、同
窓
生
や
地
域
の
方
た
ち
に
も

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
世
代
を
越
え

た
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。現
代
は

学
習
の
仕
方
も
変
化
し
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
学
ぶ
た
め
の
場

所
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
訪
れ

る
方「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
居
場
所
」が
あ

る
新
し
い
図
書
館
を
大
勢
の
方
に
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Campus Information

新潟大学
同窓会情報  

附属図書館長
山口芳雄教授

平成24年4月より附属
図書館長に就任。工学
部教授。工学博士。

教育・学習に必要な学術資料を備え、アメニティを考慮した  
長時間滞在型自学自習空間として生まれ変わった中央図書館。

地域と大学の交流の場としても期待されるその機能を紹介します。

リニューアルオープン

新・中央図書館案内

ラーニング・
コモンズ機能の拡充

アーカイブ機能の
充実

インフォメーションラウンジ機能の新設

新潟大学名誉教授（教育人間科学部）。専門は、
書道、富岡鉄斎研究。現在は、岐阜女子大学 教授

特集

新しくなった
中央図書館を学生が体験!

全国に誇れる
図書館です

特集

特別編

※本号に掲載されている学生の学年は、平成25年3月現在のものです。



生まれ変わった中央図書館を  知るための つのポイント

⬆

⬆

新築されたB棟の2・3階が「ラーニン
グ・コモンズ」に。開放的な空間で、ひとり
でもグループでも自由に学習できる

自
主
自
立
的
な
学
習
活
動

を
支
援
す
る
た
め
の
機
能

新潟大学中央図書館では2010年より導入され
ていた「ラーニング・コモンズ」。今回の増改修
に伴い、どのようにその機能を進化させたのか。

⬆

⬆

増改修にあたり、書架間隔を広く設
置。資料が探しやすい環境を作ることも重
要な要素だ。また、学術リポジトリ（デジタ
ルアーカイブ）の充実も不可欠だ

　
大
学
図
書
館
に
お
け
る
「
ア
ー

カ
イ
ブ
機
能
」
は
ふ
た
つ
の
要
素

か
ら
な
る
。
ひ
と
つ
は
「
学
術

図
書
を
整
理
・
保
管
し
て
共
同

利
用
す
る
」
と
い
う
、
本
来
の

図
書
館
機
能
。
資
料
を
探
し
や

す
い
環
境
作
り
も
、
そ
の
機
能

の
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
だ
。

も
う
ひ
と
つ
が
「
学
術
リ
ポ
ジ
ト

リ
」
に
よ
る
機
能
。
新
潟
大
学

で
生
産
さ
れ
る
学
術
成
果
や
報

告
資
料
を
電
子
化
し
、
蓄
積
・

保
存
・
発
信
す
る
と
い
う
も
の

だ
。
現
代
の
大
学
図
書
館
で
は
、

こ
の
い
ず
れ
も
が
欠
か
せ
な
い
機

能
と
な
っ
て
い
る
。

学
術
図
書
、電
子
化
資
料

を
整
理
・
保
管
す
る

⬆

タッチパネルに書籍情報
を入力すると、書庫からコン
テナで運ばれて来る

⬆保管棚（ラック）と3基の搬送機（クレー
ン）、1万個以上のコンテナなどで構成

川口洋平さん
情報調査係

樋浦真弓さん
情報基盤係

金子亜寿沙さん
雑誌情報係

「アーカイブ」は文書庫の意味。つまりは図書館
本来の機能である。現代の図書館ではそこに
「電子化」という新たな機能も求められている。

本来は学生と教員のための施設である大学図
書館だが、生まれ変わった中央図書館は、地域に
開かれた図書館となるべくこの機能を強化する。

ラーニング・コモンズ

アーカイブ

インフォメーション ラウンジ

⬆

グループ学習のための
区切られたスペース。5室
あるが、繋げて利用するこ
とも可能

　
テ
ー
ブ
ル
や
パ
ソ
コ
ン
が
並
び
、

自
由
に
利
用
で
き
る
「
ワ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
」
を
中
心
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
。
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
や
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
が
用

意
さ
れ
た
「
プ
レ
ゼ
ン
エ
リ
ア
」・

語
学
学
習
ス
ペ
ー
ス
「F

L-S
A
 

LC

」
な
ど
、
新
た
に
加
わ
っ
た

機
能
も
多
い
。
ほ
と
ん
ど
が
壁
の

な
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
な
の
で
、

他
グ
ル
ー
プ
の
学
習
の
様
子
な
ど

を
見
て
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　膨大な図書を効率的に保管するため、
既存の建物に隣接する形で自動化書庫
棟を新築。幅12メートル、奥行き23メー
トル、高さ12メートルの空間に、約50万
冊を収容することが可能。自動化書庫内
に保管された図書は、蔵書検索システム
と連動し、出納ステーションに搬送され、
最速40秒で受け取ることができる。

よ
り
共
同
的
、自
主
的
な

学
習
が
で
き
る
環
境
に

新
し
く
導
入
さ
れ
た

グループ学習室
⬆プロジェクターなどを

備えたプレゼン練習が
できるスペース。オープ
ンな空間のため、発表の
度胸も養える

プレゼンエリア

⬆画像・映像編集などもできるパソコン4台
と大型プリンター、スキャナーを完備

メディアラボ

⬆ 60席すべてにパソコ
ンを設置。春、秋には文
献情報の探し方ガイダ
ンスもここで開催される

ICT講義室

⬆「ラーニングアドバイザー」
として学生を配置。資料の検
索補助やレポート作成など
の相談に応じている

ヘルプデスク

⬆

FL-SALCは外国語の学習
支援スペース。スピーキング
ブースでは実際に声を出して
のスピーキング練習が可能

FL-SALC＆
スピーキングブース

目
玉
は「
自
動
化
書
庫
」と「
貴
重
資
料
室
」

新
し
く
導
入
さ
れ
た

　
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
面
で
、

新
装
図
書
館
の
目
玉
と
な
る

の
が
「
自
動
化
書
庫
」
と
「
貴

重
資
料
室
」。
新
築
さ
れ
た
自

動
化
書
庫
に
は
約
50
万
冊
の

図
書
を
収
容
可
能
。
蔵
書
検

索
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
、
素
早

く
利
用
者
の
も
と
に
届
け
て
く

れ
る
。「
貴
重
資
料
室
」
に
は

後
世
に
遺
す
べ
き
様
々
な
資
料

を
収
容
。
貴
重
資
料
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
る
。

⬆

１階開架エリアの南西側
「紀要」奥の壁際に位置す
る展示コーナー

⬆調湿・耐火性が高い仕様で作られた貴
重資料室を新設

　中央図書館が所蔵する古典籍・地域
の古文書等、貴重資料を保管するための
書庫。資料保管に適した温度・湿度を
保てる。学内の研究者が貴重資料を調
べたり、ゼミを行なったりできる部屋も併設
される。貴重資料室には開架エリアより鑑
賞できる展示コーナーが設けられ、なかなか
お目にかかれない貴重資料が展示される。

⬆この機能を強化することで、大学図書館は
地域の人々や卒業生らが気軽に立ち寄り、交
流できる場となる

　
新
設
さ
れ
る
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
ラ
ウ
ン
ジ
機
能
」
と
は
、

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

で
研
究
発
表
や
大
学
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
こ
と
や
、
併
せ

て
大
学
の
広
報
誌
等
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
大
学
の
今
を
お

知
ら
せ
す
る
情
報
提
供
の
要
素

と
、
学
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な

人
々
が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
出
来
る
ラ
ウ
ン
ジ
的
要
素
を

あ
わ
せ
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
他
に

は
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
「
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
ホ
ー
ル
」
も
併
設
さ
れ
る
。

「
地
域
に
開
か
れ
た
図
書
館
」

と
な
る
た
め
に

⬆学内外の様々な催しの会場が誕生。地
域交流の場としても期待される

　「旭町キャンパスの有壬記念館のよう
に、五十嵐キャンパスにも講演ができる場
を」という声を実現。収容人数は約260名。
国際会議や学内の学会、研究会などの
ほか、一般向けの講演会や公開講座など
も開催し、地域の方々に生涯学習の場を
提供する。新潟大学の魅力をアピールす
る場として活用が期待される。

気
軽
に
立
ち
寄
り
、情
報
を
得
、交
流
で
き
る
場
へ

　「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ウ

ン
ジ
」
で
は
、
通
常
中
央
図

書
館
に
入
る
際
に
必
要
な
カ
ー

ド
が
不
要
。
目
的
を
持
つ
人
の

み
な
ら
ず
、
誰
も
が
フ
ラ
リ
と

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
だ
。
こ

こ
に
は
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー

ル
」
や
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

様
々
な
人
が
交
流
す
る
場
と

な
る
。

⬆

同窓生から寄贈されたソ
ファ。校章である「六花」を
モチーフに作られた

⬆学部の境界を越えて、新潟大学の最新
の活動や研究を紹介している

　新潟大学の活動を地域に紹介するス
ペース。これまでなかなか知る機会のなかっ
た他学部の情報が得られるという意味で
は、学生にとっても有用な場となりそうだ。
また少人数でのイベントなど、学生や地域
の方々の活動のためにも提供される。エ
ントランスには雪の結晶をモチーフにした
特注のイスが置かれる。こちらにも注目だ。

新
し
く
導
入
さ
れ
た

地 域 学生・教職員 O B

　「
コ
モ
ン
ズ
」
は
共
有
の
ス
ペ
ー

ス
と
い
う
意
味
。
つ
ま
り
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
は
、「
学
生
が
と

も
に
学
ぶ
共
有
の
ス
ペ
ー
ス
」
と

な
る
。
図
書
館
資
料
に
加
え
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
源
を

活
用
し
、学
生
同
士
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
の
学
習
空
間
だ
。
増
改
修

に
伴
い
こ
の
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
自
主
自
立
的
な
学
習
活

動
を
支
援
す
る
た
め
の
「
学
び

の
場
」「
創
造
の
場
」「
発
想
の
場
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

図書館

渡邉健一郎さん
情報サービス係

樋口葉子さん
資料公開係

東亜希子さん
図書情報係

永井登志江さん
雑誌情報係

小田島仁さん
総務係

高橋千夏さん
情報サービス係

学生たちが
刺激し合い、
学び合える
空間です

コミュニケーションを
とりながら

いいアイデアを
出してもらいたいです

いろんな
学習形態を見て、
そこから刺激を
受けてほしいです

利用しやすい
環境作りも

アーカイブ機能の
ひとつです

自動販売機
みたいに
欲しい本が

出てくるんですよ

地域の方々を
対象にした講演会
なども開催する
予定です

地域連携活動や
研究の成果などを
パネル等で
紹介します

展示コーナー
では、年に数回
展示替えを
する予定です

学生と地域、OBが
触れ合える場に
なればと思います



　
他
の
学
生
に
先
駆
け
て
新
し

い
図
書
館
に
触
れ
た
3
人
。ど
ん

な
と
こ
ろ
が
印
象
的
で
し
た
？ 

「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
は
映
画

館
み
た
い
な
デ
ザ
イ
ン
で
び
っ
く

り
。早
く
い
ろ
ん
な
講
演
を
聞
い

て
み
た
い
で
す
」（
後
藤
）。「
床

に
敷
か
れ
た
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
色
が

フ
ロ
ア
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い

る
の
も
印
象
的
。
館
内
が
明
る

く
な
り
ま
し
た
ね
」（
吉
川
）。ふ

た
つ
の
棟
を
繋
ぐ
空
中
回
廊
や

屋
上
緑
化
、吹
き
抜
け
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
や
中
央
階
段
な
ど
開
放

的
な
空
間
に
も
び
っ
く
り
。「
本

を
探
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、中
を

歩
く
だ
け
で
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
」（
吉
川
）。「„
図
書
館
は
静

か
な
所
“と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
け

で
な
く
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
和
や

か
に
勉
強
で
き
る
空
間
に
な
っ

た
の
が
何
よ
り
嬉
し
い
で
す
」

（
小
林
）。３
人
も
大
満
足
で
見

学
終
了
。み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

小林由依さん
（農学部1年）

吉川武宏さん
（経済学部1年）

後藤俊太朗さん
（工学部2年）

リニューアルを果たした中央図書館。そのスゴさをいち早く体感したい！
学生が中心になって作られる学内広報誌『新大広報』の編集スタッフが潜入してきました！

新しくなった中央図書館を学生が体験!

耐震構造柱を書架に利用

共同的・自主的な学習のために、快適な環境や機能、メディア設備
が充実。「以前より広くなって、大勢の学生が活用できますね」（小林）

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

和
や
か
に

勉
強
で
き
る
空
間

中央が吹き抜けでオシャレ！

研究個室は
オンラインで
予約も可能

２・３階の学習用図書の書架は、改修前よ
り間隔が広くなり、ゆったりと図書を見られる
ように。「本が探しやすくなりました」（後藤）

使用する人数や目的に応じ、可動式の扉で空間をカ
スタマイズできる。「研究室の仲間と来て、お互いの
知識や絆を深め合おうと思います」（後藤）

学内外の方々が多目的に使えるパブ
リックスペース。約260人収容のライ
ブラリーホールも備えています

大学が保有する貴重資料を保管する部屋。通常は学
生の立ち入りNGですが、特別に見学させてもらいました

FL-SALCとは「外国語自律学習支援
室」を意味。外国語教材を豊富に揃え、
学生の自律学習をサポートします

約50万冊の図書を自動的に出入れ
できる機能を備えた施設。「本を探
す手間が省けるすごい設備！」（吉川）



先
生
に
は
知
識
や
見
識
を
広
げ
る

素
地
を
養
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内藤俊彦 名誉教授恩　師

黒崎直史さん 三上 晴由貴さん 
［平成6・7年3月 法学部卒業］対談場所／よし半

教え子

恩師と語らう懐かしの時代

シリーズ・対談

物
事
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら

考
え
る
機
会
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

学
生
と
教
師
の
距
離
の
近
さ
は

新
大
に
私
が
赴
任
し
て
き
て

一
番
感
じ
た
こ
と
。

三上 晴由貴さん
全国知事会調査第二部 副参
事。災害対策を担当している。

内藤俊彦 名誉教授
専門は日本政治史。新潟大学
法学部長・副学長を歴任。

黒崎直史さん
新潟県交通政策局空港課に勤務。
新潟空港の整備・振興に当たる。

教
育
学
部

第 回

今
回
は
退
職
を
迎
え
た
教
授
の「
最
終
講
義
」を
取
材

授
業
紹
介 ̶

最
終
講
義̶

五十嵐 尤二 教授
教育学部長・自然情報講座教授。
理学博士。専門分野は物理で素粒
子論を研究。

　
最
終
講
義
と
い
う
と
研
究

生
活
の
集
大
成
が
論
じ
ら
れ
、

最
後
に
は
大
き
な
花
束
贈
呈

と
い
う
の
が
一
般
的
。と
こ
ろ

が
、五
十
嵐
教
授
の
最
終
講

義
は
、自
身
の
幼
少
時
代
の

思
い
出
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
非

常
に
く
だ
け
た
内
容
に
。花
束

で
は
な
く
、好
物
の
ワ
イ
ン
を

贈
ら
れ
見
せ
た
満
面
の
笑
み

も
印
象
的
で
し
た
。後
日
、最

後
の
教
壇
を
下
り
た
教
授
を

訪
ね
、ま
ず
は
幼
少
時
代
の

思
い
出
を
題
材
に
選
ん
だ
理

由
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　「
子
供
の
頃
に
、野
原
を
駆

け
巡
っ
た
記
憶
は
僕
の
中
で

今
も
新
鮮
な
も
の
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。ワ
ク
ワ
ク
し
た

り
„
こ
れ
は
面
白
い
“と
盛
り

上
が
る
感
覚
は
、小
さ
い
頃
の

体
験
に
ベ
ー
ス
が
あ
っ
て
、そ
れ

が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
学
ぶ
と

き
の
感
動
力
に
な
る
こ
と
を

伝
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」。

　
学
生
に
は
難
解
な
講
義
を

す
る
こ
と
で
有
名
な
教
授
。

そ
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
？

　「
講
義
は
分
か
り
や
す
い
方

が
い
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
け

ど
、そ
れ
が
印
象
に
残
る
か
と

い
う
と
案
外
そ
う
で
も
な
い
。

僕
は
学
ぶ
主
体
と
し
て
対
象

に
ど
う
関
わ
る
か
と
か
、集
団

で
議
論
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

が一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
て
。

講
義
の
内
容
よ
り
、そ
こ
に
刺

激
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

自
体
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。僕
の
授
業
は
難
し
い
と

言
わ
れ
る
し
、自
分
で
も
そ
う

思
う（
苦
笑
）。そ
れ
は
„
こ
れ

は
面
白
い
“と
い
う
感
動
を
切

り
取
っ
て
提
供
し
て
い
る
か
ら

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　
そ
し
て
、「
教
育
者
に
と
っ

て
大
切
な
の
は
感
動
を
伝
え

る
こ
と
」と
さ
ら
に
話
を
続
け

る
教
授
。

　「
教
科
書
通
り
の
展
開
と
い

う
も
の
は
教
育
の
現
場
に
は

な
い
し
、む
し
ろ
失
敗
の
連
続

で
す
よ
。そ
う
い
う
非
常
に
泥

く
さ
い
こ
と
を
繰
り
返
す
中

で
得
た
、キ
ラ
リ
と
光
る
も
の

の
集
積
こ
そ
、あ
る
種
の
財
産

に
な
る
と
思
い
ま
す
ね
。そ
の

経
験
や
感
動
を
自
分
な
り
に

再
構
成
し
て
次
の
世
代
に
伝

え
る
の
が
、教
育
の
定
義
で
は

な
い
か
と
僕
は
思
う
ん
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
教
え
る
側
に„
こ

れ
は
面
白
い
よ
“と
い
う
感
覚

が
な
い
と
い
け
な
い
。最
終
的

に
は
、そ
の
気
持
ち
が
学
生
に

一
番
影
響
力
を
持
つ
と
思
う
ん

で
す
よ
」。

最
終
講
義

「
は
れ
と
き
ど
き
ブ
ツ
リ
」

遠藤 霞さん（大学院教育学研究科2年）
　「先生は難解な問題に向
かうことを心から楽しんでいる
方。その姿はこの先に面白い
ことが待っているとワクワクさ
せてくれるものでした。また、対等に議論
することも重視されていたと思います」

泥
く
さ
い
こ
と
を
繰
り
返
す
中
で

得
た
も
の
の
集
積
こ
そ
財
産
に
な
る

佐々木亮平さん（大学院教育学研究科2年）
　「気さくな人柄でワインが
大好きな先生。“分かりやすさ
ばかりを求めるのではなく、事
実と過程をきちんと理解して
伝えることのできる教師になりなさい”
というメッセージが心に残っています」

黒
崎
　
先
生
は
お
酒
が
強
か
っ

た
で
す
よ
ね
？

内
藤
　
い
や
い
や
、最
近
は
弱
く

な
っ
た
よ
。当
時
は
こ
う
や
っ
て

教
員
と
学
生
が
向
き
合
っ
て
、よ

く
飲
ん
で
い
ま
し
た
ね
。

黒
崎
　
就
職
や
勉
強
の
相
談
に

先
生
の
研
究
室
に
行
く
と
、と

に
か
く
話
題
が
豊
富
で
、長
居

し
て
し
ま
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
僕
は
暇
が
あ
れ
ば
先
生
の

部
屋
に
行
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。

三
上
　
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
す
る
と

学
生
の
視
野
を

狭
め
な
い
と
い
う

法
学
部
の
理
念

「
は
ー
い
」っ
て
い
う
先
生
の
低
音

の
返
事
が
聞
こ
え
て
き
て（
笑
）。

内
藤 

（
笑
）肩
ひ
じ
張
っ
て
来
ら

れ
る
の
が
一
番
困
る
か
ら
、そ
の

く
ら
い
が
調
度
い
い
。学
生
と
教

師
の
距
離
の
近
さ
は
私
が
新
大

に
赴
任
し
て
き
て
一
番
感
じ
た
こ

と
。比
較
的
た
や
す
く
教
員
の

部
屋
に
入
れ
る
と
い
う
関
係
は

旧
帝
大
に
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。部

屋
に
行
く
の
は
呼
び
出
さ
れ
た

り
、将
来
の
相
談
に
行
く
と
き

く
ら
い
。雑
談
な
ん
て
と
ん
で
も

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

三
上
　
僕
は
都
市
計
画
に
関
す

る
法
律
に
興
味
が
あ
っ
た
ん
で

す
が
、政
治
史
の
ゼ
ミ
に
入
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て…

。そ
こ

で
先
生
は「
今
あ
る
制
度
に
は
、

歴
史
的
な
背
景
が
あ
る
ん
だ

よ
」と
言
っ
て
、関
東
大
震
災
の

復
興
を
手
が
け
た
後
藤
新
平

（
元
内
務
大
臣
）の
伝
記
を
薦
め

て
く
れ
ま
し
た
よ
ね
？

黒
崎
　
あ
、僕
も
読
ん
だ
よ
。

三
上
　
大
冊
だ
っ
た
け
ど
、復

興
の
理
念
や
政
治
家
の
指
導
力

な
ど
、今
の
仕
事
に
と
て
も
示
唆

を
富
む
点
の
多
い
本
で
し
た
。

内
藤
　
そ
れ
は
何
よ
り
嬉
し
い

ね
ぇ
。

三
上
　
先
生
の
助
言
も
あ
っ

て
、学
生
時
代
に
歴
史
の
視
点

か
ら
法
律
を
眺
め
て
み
た
り
、い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
物
事
を
考
え

る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

の
は
、大
き
な
財
産
で
す
ね
。

黒
崎
　
先
生
が
紹
介
し
て
く
れ

た
本
や
話
は
思
想
的
に
と
て
も

た
め
に
な
り
ま
し
た
。思
想
や
歴

史
を
知
っ
て
い
る
と
世
界
を
面

白
く
渡
り
歩
け
ま
す
よ
ね
。
僕

に
国
際
感
覚
が
あ
る
と
す
れ

ば
、そ
れ
は
先
生
か
ら
教
え
ら
れ

た
も
の
で
す
。

内
藤
　
こ
れ
は
褒
め
殺
し
で
す

ね
ぇ（
笑
）。新
潟
大
学
の
法
学

部
に
は
創
設
以
来
、「
何
で
も
や

り
な
さ
い
」と
い
う
雰
囲
気
が

あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。法
律
だ

け
で
も
政
治
学
だ
け
で
も
な

く
、自
由
に
勉
強
で
き
る
よ
う

な
空
気
作
り
に
力
を
入
れ
て
い

た
し
、最
初
か
ら
学
生
の
視
野

を
狭
め
な
い
と
い
う
の
が
理
念

に
あ
っ
た
。そ
れ
は
今
も
変
わ
っ

て
い
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

三
上
　
い
い
意
味
で
の
び
の
び

と
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

黒
崎
　
確
か
に
採
用
さ
れ
て
社

会
に
出
る
新
大
の
卒
業
生
も
擦

れ
て
い
な
い
感
じ
が
す
る
よ
ね
。

と
て
も
素
朴
で
好
感
が
持
て
る

人
が
多
い
と
思
う
ん
だ
け
ど…

。

内
藤
　
実
力
は
十
分
だ
け
ど
、

壁
を
破
っ
て
前
に
出
て
い
く
人

は
多
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
ね
。

黒
崎
　
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
野
心
が

見
ら
れ
な
い
？

三
上
　
個
人
的
に
は
そ
っ
ち
の

方
が
苦
手
か
も（
苦
笑
）。僕
は

「
距
離
は
近
い
け
ど
ベ
ッ
タ
リ
で

は
な
い
」、そ
う
い
う
先
生
の
押

し
付
け
が
ま
し
く
な
い
淡
々
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
好
き
だ
か

ら
、そ
っ
ち
を
受
け
継
い
で
内
藤

流
で
行
き
ま
す
よ（
笑
）。

黒
崎
　
先
生
に
は
知
識
や
見
識

を
広
げ
る
素
地
を
養
っ
て
い
た

だ
い
た
し
、そ
れ
は
地
域
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、国
や
外
国
と
の
交

渉
の
場
に
も
役
立
つ
人
間
力
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。先
生
に
は
こ

れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
い
た
だ

き
、こ
れ
か
ら
僕
が
関
わ
る
仕
事

に
つ
い
て
評
価
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す（
笑
）。

内
藤
　
黒
崎
君
も
三
上
君
も

学
生
時
代
か
ら
非
常
に
積
極
的

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。だ
か
ら
私
が

と
り
と
め
も
な
く
言
っ
た
こ
と

の
中
か
ら
も
自
分
の
役
に
立
つ

こ
と
を
拾
っ
て
く
れ
て
い
る
。結

局
、や
ろ
う
と
思
う
気
持
ち
が

な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。ふ
た

り
は
今
ま
で
通
り
の
道
を
進
ん

で
い
け
ば
い
い
。性
格
は
随
分
違

う
け
ど
、「
積
極
的
」と
い
う
意

味
で
は
同
じ
こ
と
。こ
れ
か
ら
も

き
っ
と
新
潟
の
た
め
に
い
い
仕
事

を
し
て
く
だ
さ
る
は
ず
で
す
。

退
職
す
る
教
授
の
最
後
の
授
業
に
出
席
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

教
育
学
部
長
の「
最
終
講
義
」は
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
教
育
論
で
し
た
。



現代表 村山 輝さん（工学部2年）
前代表 鯉沼 健太郎さん（理学部3年）
　　　 豊﨑 操さん（理学部1年）

左→右）

　「バスケ部は学生主体で運営する組織。

大会や練習以外にもスポーツフェスタで募

金活動をしたり、学生らしさや日常を大切に

しながら活動しています」（江部） 　「笑顔を

忘れず真剣にがんばる部員を支えるのがマ

ネージャーの仕事」（遠藤）　「目標は春季・

秋季の北信越リーグ戦優勝。よい結果が残

せるよう一丸になってがんばります」（吹井）

チームワークを大切に
学生らしく活動中！

　学生の皆さんの声を教育改善に反映させる場として1月22日（火）に「新大

キャンパスミーティング」が開催されました。まず、学長から「元気な新大はキミたち

が創る！！」と題してプレゼンテーションがあり、次に、５人の学生たちから「よりよい

大学生活のために」として、授業履修や学習スペースなど、学生生活を送る上で

の課題についてプレゼンテーションが行われました。

新潟大学の質の向上を目指し
様々な意見が飛び交う討論の場に

新大キャンパスミーティングが
開催されました

⬆⬆今回認定証が授与された学生
は39人。今後は保育支援という形
で、研究者を支える事になります

⬆⬆最後の全体討論では、学生、教
職員から様々な意見が飛び交い、活
発な討論が行われました

　本学では女性研究者の子育てと研究の両立支援を推進しており、1月21日

（月）に「新大シッター」の第5期生へ、学長から認定証の授与が行われました。

「新大シッター」とは、子育て中の研究者が土・日曜や休日も研究に専念できる

ように、在学生が大学の指定した講義・演習や保育研修を終了し、認可と称号

を受け、大学構内で臨時・一時的な保育支援を行うものです。

「新大シッターによる保育支援」等により
女性研究者の子育てと研究の両立支援

「新大シッター」第５期生へ
認定証の授与が行われました

⬆週4～5日、大学の体育館でたっぷりと汗を流す。22名の部員が所属している

　「主な活動は、新潟大学生協で販売され

る弁当を入れたリサイクル容器の回収と集

計。それらを通してエコや分別への関心を

高めてもらうのが目的です」（村山）　「県

外での合宿や海岸清掃など活動は多岐に

渡ります」（豊﨑）　「環境イベントへの参

加を通して学外との連携を図ったり、人を

動かすことも面白さのひとつです」（鯉沼）

リサイクル弁当箱の
普及と知名度を向上！

⬆ゴミの減量化につながるリサイクル弁当箱。回収率80％を目指す

目標は北信越リーグ戦優勝！
男子バスケットボール部

学内外でエコ活動を実施
にいがた
環境プロジェクト

Enjoy!学生ライフ 学生にとっては、部活に代表される課外活動も
大切な青春の1ページですよね！　このコーナーでは、
そんな部活動を中心とした新大生の活躍をお届けします!!

⬆

夏には学内外のサークルと合同で海岸
のゴミ拾いも実施

⬆

コート内では真剣勝負。声が飛び交う

前部長 江部宏生さん（教育学部4年）
現部長 吹井明良さん（教育学部3年）
　　   遠藤佑香さん（法学部2年）

左→右）

ROLE
ロール

新潟大学 同窓会情報 

登録はとてもカンタン！
個人情報は公開されません。

学生からの質問・相談メールに、
システムを通じて返答します。

新規登録はこちら

新潟大学　CANシステム 検　索

STEP
1

STEP
2

STEP
3

STEP
4

システム
新潟大学キャリアセンター

社会の先輩としてのアドバイスを
学生にお聞かせ下さい!!

●農学部周辺の造園緑化整備

●卒業生と学生をつなぐ

　農学部では、学部同窓会発足60周年を記念して、建物周辺
の造園緑化工事を行っています。在校生、同窓生が設計・造成
にかかわりながら「嵐丘庭」として親しまれてきた中庭と前庭を一
体的に整備し、緑の息吹を感じながら休息、散策できるスペース
として生まれ変わります。完成予定は本年５月末となっています
ので、新潟大学へお越しの際には是非お立ち寄りください。

　本学では、同窓生をはじめ地域や企業など大学の応援団（サ
ポーター）との連携をより深めるため、本年4月1日（月）に「新大サ
ポーター連携推進室」を設置しました。これまで別棟にあった全
学同窓会事務局と共に大学本部の1階に設置し、同窓生の方々にも気軽に立ち
寄っていただける雰囲気になっています。今後、推進室では、全学同窓会と協力し
ながらサポーターの方 と々連携した取組を行ってまいります。

　「CANシステム」は、在学生が卒業生に就職活動の相談ができ、
卒業生の方からも在学生に生の声を伝えられるシステムです。先輩
からのアドバイスは、厳しい雇用環境の中で不安な気持ちで就職活
動に取り組む学生たちには心強い支援になります。卒業生の皆様
には本システムの趣旨をご理解いただき、是非ご登録いただきますよ
う、よろしくお願いいたします。

●新大サポーター連携推進室の設置

TEL：025-262-6087
E-mail：niigata.cc-obog@adm.niigata-u.ac.jp　URL：http://www.career-center.niigata-u.ac.jp/
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完成予想図→

新潟大学キャリアセンター  
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いよいよ待ちに待った春がやってきました。キャンパスには、新入生をは
じめ学生たちの元気な声が響いて、新たな年度の始まりを実感してい
る今日この頃です。本号から、同窓会に関する情報や同窓生の皆様に
お伝えしたい情報を掲載するページが登場しました。これからも大学の
フレッシュな情報をお伝えしますので、どうぞご期待ください。（Ｙ）
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新潟大学基金のお知らせ ぜひご協力ください

●基金ホームページ

新潟大学基金事務局

　「新潟大学基金」は、皆様からのご寄附を基に、学生の修学支援
や、国際交流活動等、魅力ある大学作りのために活用しています。ご
寄附をいただいた場合、税法上の優遇措置が受けられる他、特典も
ご用意しております。詳しくは基金ホームページをご覧ください。

http://www.niigata-u.ac.jp/kikin/index.html
電話：025-262-5651（受付時間 平日9:00～17:00） 
FAX：025-262-6679　E-mail:kikinjimu@adm.niigata-u.ac.jp

浴衣姿でサイエンス談義！
■第４回サイエンス宿

温泉宿で暮らしの中
に潜む身近なサイエンスを語り
合う「サイエンス宿」が開催さ
れました。大人から子供まで浴
衣姿でイベントに参加するな
ど、普段とは違った環境で、深
海生物、東京スカイツリー、災
害対策に関するテーマを中心
に本学教員等とサイエンス談
義を交わしました。

2013年3月16日（土）開催日時

内  容

会  場 岩室温泉「ほてる大橋 館の湯」

大学の地域社
会における産業振興へ
の貢献をテーマとした
「社会連携フォーラム」
を開催し、地域の企業
関係者ら約180人が参
加しました。『感性とも
のづくり「働く幸せ」』と
題して、ただ単にものを
作るだけでなく、それに関わる経営と人づくりという広い視点からテー
マに迫っていくという趣旨のもと開催されました。

内  容

新潟大学の地域に根ざした取り組み
■平成２４年度第２回新潟大学社会連携フォーラム
　「足元からの社会連携」

2013年2月16日（土）開催日時

会  場 新潟大学駅南キャンパス「ときめいと」

学部生約2,300人、
大学院生約700人が晴れて卒業

■平成24年度新潟大学卒業式

平成24年度春季卒
業式を挙行しました。当日は卒
業生のほか、保護者など総勢
約5,000人が列席しました。卒
業生代表の農学部の吉田賢
樹さんからは、「荒れ狂う日本
海を自らの体一つで乗り越える
ような情熱を持ち、人生の荒波
を力強く切り開いていきたい」
との答辞が述べられました。

2013年3月25日（月）開催日時

内  容

会  場 朱鷺メッセ

躍動する新大生！ 今後の活躍を期待
■学友会表彰式、学長による学生表彰式

学友会活動及び課
外活動において、特に顕著な
功労のあった学生等を讃える
学友会表彰を実施しました。
また、同日には、在学期間を通
じて極めて優秀な学業成績を
修めた者や学術研究活動並
びに課外活動において顕著
な業績・成績を挙げた個人又
は団体を讃える学長による学
生表彰を実施しました。

2013年3月19日（火）開催日時

内  容

会  場 新潟大学松風会館

Campus Information 地域に密着しながらさまざまな活動を続ける新潟大学。
皆さんにお伝えしたいニュースはたくさんあります！


